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新年あけましておめでとうございます。 
新たな年を迎えるにあたり、ひとことご挨拶申し上げます。 
昨年はいろいろ変化ある一年でした。特に年末には民主党の惨敗による政権交代もありました。 
「結束なき政党政権」ゆえに政策のブレや停滞が生じ、国民の信頼 
をなくしたとの報道がされています。 
「結束力」の重要性を改めて認識させられました。 
 新しい年２０１３年も事業環境は不透明で、厳しい状況が続くと 
思われます。 
しかし、どのような変化が起きようと、  は、「お客様 

の視点で企画提案し、工事を遂行」をモットーに社員が一丸になり努 
力をしていきたいと考えています。 
いろいろな面で  はまだまだ課題を抱えています。 

地道にひとつひとつ課題を解決し、お客様に「最高のサービス・技術 
を提供」できるように体質強化を図ってまいります。 
そしてお客様から「この次も  に頼もう！」と言って頂 
ける会社となるよう努力いたします。 
お客様には、本年度も一層のご愛顧、ご指導、ご鞭撻をお願い申し 

上げます。 

 は、三井金属鉱業（株）触媒事業統括部殿のインドネシア工場建設に携わり、２０１２年１１

月３０日、PT. Mitsui Kinzoku Catalysts Jakarta殿（触媒事業統括部殿現地法人）へ新工場を引渡しいたし

ました。 

本工場建設は世界有数の二輪車市場を有するインドネシアにおいて、三井金属鉱業（株）殿が、お客様であ

る二輪車・四輪車メーカーの環境重視・現地調達化戦略に呼応し、同国内に製造・販売の拠点を築くことによ

りビジネスの拡大を図り計画されました。 

着工当初は悪天候、工業団地のインフラ整備遅れ、基礎工事の遅れなどがありましたが、その後のキャッチ

アップにより予定通り引渡しすることができました。 

これは  が土建工事と設備工事を一括で受注し、建屋を施工しながら同時に設備工事を施工する

という弊社のトータルエンジニアリングとしての強みを生かすことが出来た結果に依るものと考えておりま

す。 

今後も  は経験と実績ある技術力を活かし、お客様のニーズにあった品質・コストで製品を御提供して

まいります。 

「  って何ができるの？」 

「  って何をする会社？」 

よくお客様よりご質問いただきます。  

「弊社は Total Engineering 会社 としてお客様の 

起業、設備改善などのお手伝いをするお客様のため 

のEngineering会社です。」と説明しておりますが、 

パイプ素材事業部とは違い具体的な商品があまりな 

いエンジニアリング事業部の仕事はお客様から事業 

内容が良く見えていないと感じています。 
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PT. Mitsui Kinzoku Catalysts Jakarta 殿工場引渡し完了！！ 

2013 年 住社 長 年 頭 のご挨 拶  

国内営業部 部長 木村 聡一郎 

あとがき 

そのため、弊社ではお客様によりMESCOを理解

していただこうと、プレゼンビデオとカタログ、実

績表などのリニューアルを行っております。  

営業はお客様との窓口として、お客様のご要望、 

ご意見を社内に正確に伝達するとともに、弊社 の良

さ、メリットをお客様にご説明する重要な立場と考え

ております。 

今後とも  をよろしくお願いいたし

ます。 

PT. Mitsui Kinzoku Catalysts Jakarta 殿外観 

 の豊富な実績と卓越した技術が 

広い分野で極めて高い評価を得ています。 

    

代表取締役社長 住 伸一 

名   称：PT.Mitsui Kinzoku Catalysts Jakarta 

 

所 在 地：西ジャワ州カラワン県 スルヤチプタ工業団地内 

 

出 資 者：三井金属鉱業（株）100％ 

 

工場規模：敷地面積 15,000 m2 

 

人    員：操業開始時約 100 名 

 

事業内容：自動車（二輪・四輪）用触媒の製造および販売 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LED ライトの販売を開始！！ 

放射線検出器用鉛遮蔽体受注！！ （株）日立ハイテクノロジーズ殿大牟田センター新設工事完了 

開所式風景 

 は（株）日立ハイテクノロジーズ殿より、化学・医療用装置の拠点となる大牟田センターの新

設工事を受注し、２０１２年１０月末に無事故・無災害で新設に伴い引渡し完了、同年１１月１日には県・市幹

部列席のもと、開所式が執り行われました。 

（株）日立ハイテクノロジーズ殿大牟田センターで生産される機器は、全世界の医療界に貢献するとともに、

（株）日立ハイテクノロジーズ殿の事業基盤の安定に寄与するものです。 

今後も  は経験と実績ある技術力を活かし、お客様のニーズに答えるエンジニアリングを御提供してまい

ります。 

（株）日立ハイテクノロジーズ殿工場外観 

 素材営業部はＮ社殿より放射線検出器用鉛遮蔽体（鉛重量約５トン）を７台受注し納入致しました。

放射線を測定する上で大切なことのひとつは、バックグラウンドの放射線量を低減することです。遮蔽体という

厚い鉛の中で計測する事で大気中に含まれる放射 

能物質の影響を抑え、調べたい検体から発する放 

射能の値を測定します。 

遮蔽用鉛の需要は医療用のレントゲン室に加え、 

放射線検査装置・半導体製造装置向け等、原子力・ 

産業用でも増えております。 

 素材営業部は、今後も多様な遮 

蔽用途に適用する商品の開発・販売を通じて広く 

社会に貢献して参ります。 

 

放射線検出器用鉛遮蔽体 

（鉛重量約５トン） 

 

 国内営業部ではアイリスオーヤマ（株）殿の LED ライトの取り扱いを開始、特別価格にて販

売しています。 
東北・首都圏から始まった電気料金値上げが各地方でも始まり、設備の省エネ化の要望がますます高まるなか、

蛍光灯の寿命が約２．５年に対し、LED ライトは約１０年と長寿命となっており、水銀灯からの交換で約２年

にて減価償却が見込める価格設定となっております(※1)。 
この機会に省エネ対策としての LED ライトの導入をぜひご検討をしてみてはいかがでしょうか。 

 は今後も各企業様の省エネ化に貢献しています。 
※1･･･減価償却期間につきましては使用状況、電力料金により変動します。 

MESCO 神岡支店 紹介  ～ 岐 阜 県 飛 騨 市 神 岡 町  ～ 

 

 神岡支店は、宇宙線ニュートリノ観測の地、岐阜県飛騨

市神岡町に位置し、自社製作工場を備え、ソフトからハードまで一貫した

『もの創り』を通して幅広いニーズに対応している支店であります。 
ソフト及びハード技術の提供は、三井金属グループ内の生産技術部隊の

現場力向上とした『もの創り』育成の場としても利用して頂いています。 
 神岡支店は支店長以下５６名にて営業部、技術部、管理

部より構成し、営業部は提案営業による案件の確保、技術部は機械設計課、

製作工事課、電気計装課、土木建築課の各専門技術部隊により、オーナー

ズエンジニアリングを指向し、地域密着顧客、三井金属グループ、海外顧

客のニーズに的確に対応し、お客様に満足して頂けることを第一としてお

ります。 
 神岡支店は伝統ある『もの創り』の技術力を生かし、

全社とのベクトルを合わせ、広い分野にその裾野を拡大しています。 
 

水銀灯 400W ～ 700W 代替 


